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本時の展開 ５学 算数 オレンジコース（習熟度別少人数）学習指導案
本時のねらい（６／１１時） 評価規準

＜表現・処理＞あまりのある少数の除法を、実際に切り取
あまりのある少数の割り算の計算方法を理解る活動を通して、あまりの意味や大きさが
し、求めることができる。理解し、商とあまりを求めることができる

段階 学習活動 個のつまずきに対する指導
・数値を整数に置き換えた問題を解く。

つまずきの様相 指導・援助３０ｍのひもを、５ｍずつ切ってアクセサリーを

作ります。６ｍのひもは何本切り取れるでしょう

・問題を読み取り、分かっていることや聞いていること１．素材提示
を明らかにさせる問題 具体物を示す

「復習問題と、数字が３．２ｍのひもを、０．６ｍずつ切って Ｃ：３．２÷０．６

違うだけだよ」と助言稲刈り用のひもを作ります。０．６ｍの の立式ができない

し、立式の考えは同じひもは何本切り取れるでしょう。

であることに気づかせ２．見通しをもつ
見通し る・分かっている事（赤）聞いている事（青）

に、線を引く

○わり算で求められます ・立式した後は、筆算で計算させ余りが出てくることを確

○式は３．２÷０．６です かめる

（ ）・筆算で計算し、商をもとめる ｃ：少数のわり算の 少数のわり算 筆算

○わり切れません 仕方（筆算）が分 の仕方が書かれてい

★あまりがでて２ｍです からない る掲示物をヒントに

★あまりがでて０．２ｍです してみよう

・あまりは、０．２なのか、それとも２なのかという疑問

をもとに課題を設定する３．課題提示
ｃ：どのように、調 実際に３．２ｍのひ３．２÷０．６のあまりの表し方を
べて良いのか分 もを０．６ｍずつ切課題 考えよう
からない り取っていこう４．全体追求

・２つのあまりから、どちらが適しているの考え
か調べるため、全員に３．２ｍのひもを与 ｃ：０．６ｍが何㎝ １ｍと１とした数直

える なのか分からな 線をもとに、０．６

い はどのあたりなのか

・実際に０．６ｍずつ切り取り、あまったひ を考えさせる

もの長さをはかる

○あまったひもは０．２ｍだ ・０．６ｍずつ切り取り、あまったひもの長さを測らせる

○計算では、どう表せばいいんだろう ｃ：２０㎝が何ｍな 単位換算の書かれた

のかわからない 掲示物を用意する

・筆算を使いあまりの小数点の打ち方を考え

る ｃ：筆算での小数点 もとの小数点の位置交流
の打ち方がわか に着目させる５ ５
らない０．６ ３．２） ０．６）３．２

３ ０３ ０
・ノートに小数点の打ち方（筆算）を書かせる２ ０．２

・確かめ算をし、あまりの表し方が適してい ｃ：確かめ算の方法 確かめ算の掲示物を

るのか確認する がわからない もとに考えさせる

○わる数×商＋あまり○確かめ算は

割る数（除数）×商＋余りが、わられる数

か け 算 、 足 し 算 が 混 ざ っ て い る（被除数）になっていればいいんだ ｃ：確かめ算をして

計 算 は 、 か け 算 を は じ め に 計 算０．６×５＋０．２ も、答えが一致

するんだよね５．まとめをする しない

・あまりの小数点は、割られている数のもと ・本時のまとめを、ノートに書き筋道立てて説明させる

の小数点の位置と同じところにうてばいい 「まず私は・・・・・で考えました。すると・・・・・

んだ でした。だから答えは・・・・です。どうですか？質問

はありませんか？」まとめ 小数のわり算での、あまりの小
ｃ：まとめの部分を 説明言葉をノートに数点表し方は、割られる数の
説明できない 書かせるもとの小数点にそろえてうつ

・理解が不十分な児童を中心に、個別指導をする力試し ６．練習問題を解く
ｃ：練習問題が解け 正確に割り切れてい１ ÷5.2 0.7
ない るか確認する２ ÷8.6 2.3

小数点が、もとの小３ ÷25.3 3.7
数点の位置に打たれ

振 り ているか確認する７．自己評価をする
返り ・自己評価カードに書き込む ・自己評価カードをもとに、個々の理解度を把握する
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